






























Practice of Required Internship：
A Case of the Career Development Division,
Nakamura Gakuen University Junior College





































大学実施校数 104 107 143 186 218 281 317 384 418 447 482 504 544
短大実施校数 36 39 57 81 108 127 117 139 155 157 162 170 162
大学実施校割合 17.7% 18.3% 23.7% 29.9% 33.5% 41.9% 46.3% 55.0% 59.0% 62.5% 65.8% 67.7% 70.5%













































象 学 年 で あ る １ 年 生184人 の う ち29人（15.7 ％） で
あ っ た が， 平 成20年 度 は49人（22.4 ％）， 平 成21年
度と平成22年度は，それぞれ54人（29.3％）と50人
（28.9％）と３割弱の学生が参加をした（図表４）。


































714校 526校 657校 －
（95.5％） （70.3％） （87.8％） （－％）
大学院
316校 188校 225校 －
（51.0％） （30.3％） （36.3％） （－％）
大学＋大学院 
725校 544校 663校 504校
（93.9％） （70.5％） （85.9％） （67.7％）
短期大学
324校 162校 291校 170校
（92.8％） （46.4％） （83.4％） （43.6％）
高等専門学校
57校 57校 0校 61校
（100％） （100％） （  0％） （100％）
合計
1,411校 933校 1,172校 －



























325,488人 56.519人 268,969人 45,913人 
（12.6％） （ 2.2％） （10.5％） （ 1.8％）
大学院
10,911人 6,042人 4,869人 3,813人 
（ 4.0％） （ 2.2％） （ 1.8％） （ 1.5％）
大学＋大学院 
336,399人 62,561人 273,838人 49,726人 
（11.8％） （ 2.2％） （ 9.6％） （ 1.8％）
短期大学
73,253人 4,652人 68,601人 4,968人 
（49.4％） （ 3.1％） （46.3％） （ 2.7％）
高等専門学校
8,591人 8,591人 0人 8.674人 
（14.5％） （15.0％） （  0％） （15.0％）
合計
148,243人 75,804校 342,439校 63,638人 





















平成19年度 184人 ― ― 29人 21社  29人
平成20年度 219人 ― ― 49人 30社  49人
平成21年度 184人 ― ― 54人 33社  54人
平成22年度 173人 ― ― 50人 30社  50人
平成23年度 168人 ― ― 30人 25社  30人
平成24年度 160人 50人 28社 36人 23社  85人








































































































































































































































































































































































































































































































































































































優れている やや優れている 普通 やや劣る
125
ビジョンは特にない」では低くなったものの，平均で
0.24も高い。これは，インターンシップの実習効果を，
これらの科目では維持できていない可能性を示してい
る。
　また，「進路選択の困難さに関する意識」については，
春季実習生の実習後（３月）と２年次の７月では平均で
0.42も値が下がっていることから，「キャリア形成演習
Ⅱ」は効果を上げていることが伺える。それに対して，
春季実習生の１年次７月と実習前（１月）の値を比較す
ると平均でも0.35高くなっており，「キャリア形成演習
Ⅰ」では改善できていない可能性を示している。また，
これらの科目以外に，インターンシップの事後研修の在
り方に課題があることも考えられる。今後，インターン
シップによる成果の定着とともに，学生のさらなる意識
改善に向けて，インターンシップとキャリア形成科目
（キャリア形成演習Ⅰ・Ⅱ）の教育内容の検証を行う必
要がある。
　以上が本研究により得られた結果である。
　なお，平成27年度より就職活動期間が短期化される。
それに伴い，学生は充分な適性を確認できぬまま進路を
決定してしまう可能性が高くなり，せっかく就職して
も早期離職の一層の増加を招くことが懸念されるところ
である。今後はインターンシップの成果を学生ひとり一
人の進路選択に結び付けるとともに，ミスマッチ就職に
よる早期離職を防止することも念頭に，インターンシッ
プ・プログラムの改善に努めていきたい。
引用・参考文献
安達智子 2004「大学生のキャリア選択－その心理的背景と支
援」『日本労働研究雑誌』46(12), pp.27-37.
安達智子 2008「女子学生のキャリア意識」『心理学研究』
79(1), pp.27-34.
経済産業省 1997「経済構造の変革と創造のための行動計画」
http://www.unisys.co.jp/PDF/ESPRIT/74/esu74-5.pdf
公益財団法人実務技能検定協会 2014「ビジネス系検定試験　
平成26年度実施企画書」
楠奥繁則 2006「自己効力論からみた大学生のインターンシッ
プの効果に関する実証研究」『立命館経営学』44(5), pp.169-
184.
文部科学省 2013「大学等におけるインターンシップの推進に
ついて」
http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/sangaku2/134660
4.htm
文部科学省 2013「大学等における平成23年度のインターン
シップ実施状況について」
http://www.jasso.go.jp/career/documents/internship_
mext20130628.pdf
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菅原良・渡部淳 2013「就業体験型インターンシッププログラ
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00
**
2.
53
 
2.
25
0.
28
*
2.
35
2.
63
-0
.2
7*
*  
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
と
く
に
な
い
 
2.
51
2.
68
-0
.1
6*
 
2.
48
2.
7
-0
.2
2*
*
2.
42
 
2.
6 
-0
.1
8*
2.
54
2.
80
-0
.2
6*
*  
将
来
の
た
め
に
今
か
ら
特
別
な
行
動
を
お
こ
そ
う
と
は
思
わ
な
い
 
2.
61
2.
66
-0
.0
6*
 
2.
55
2.
71
-0
.1
6*
*
2.
56
 
2.
65
-0
.0
9*
2.
54
2.
78
-0
.2
3*
*  
将
来
の
こ
と
は
そ
の
時
に
な
っ
て
か
ら
考
え
れ
ば
良
い
 
2.
41
2.
49
-0
.0
9*
 
2.
37
2.
53
-0
.1
6*
*
2.
44
 
2.
38
0.
07
*
2.
30
2.
68
-0
.3
8*
*  
あ
ま
り
先
の
こ
と
は
考
え
な
い
 
2.
58
2.
77
-0
.1
9*
 
2.
58
2.
76
-0
.1
9*
*
2.
58
 
2.
58
0.
01
*
2.
57
2.
95
-0
.3
8*
*  
将
来
は
な
る
よ
う
に
な
る
ん
だ
と
思
う
 
3.
03
3.
25
-0
.2
2*
 
3.
10
3.
18
-0
.0
8*
*
3.
03
 
3.
03
0.
00
*
3.
16
3.
33
-0
.1
6*
*  
将
来
の
た
め
に
今
か
ら
行
動
を
お
こ
す
の
は
面
倒
く
さ
い
 
2.
38
2.
43
-0
.0
5*
 
2.
30
2.
50
-0
.2
0*
*
2.
22
 
2.
53
-0
.3
0*
2.
38
2.
48
-0
.1
0*
*  
将
来
の
仕
事
は
何
と
か
な
る
と
思
う
 
2.
80
2.
83
-0
.0
3*
 
2.
73
2.
90
-0
.1
7*
*
2.
75
 
2.
85
-0
.1
0*
2.
70
2.
95
-0
.2
5*
*  
将
来
ど
う
な
る
か
は
、
そ
の
と
き
の
流
れ
だ
と
思
う
 
3.
17
3.
27
-0
.1
0*
 
3.
11
3.
33
-0
.2
2*
*
3.
14
 
3.
20
-0
.0
6*
3.
08
3.
45
-0
.3
7*
*  
や
り
た
こ
と
志
向
 
仕
事
で
は
自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
し
た
い
 
4.
13
3.
99
0.
14
*  
4.
26
3.
88
0.
39
**
4.
19
 
4.
08
0.
12
*
4.
32
3.
68
0.
65
**
 
自
分
の
好
き
な
事
が
で
き
る
環
境
に
い
た
い
 
4.
01
4.
05
-0
.0
4*
 
4.
11
3.
96
0.
15
**
4.
11
 
3.
93
0.
19
*
4.
11
4.
00
0.
11
**
 
あ
ま
り
拘
束
さ
れ
ず
自
由
な
生
活
を
お
く
り
た
い
 
3.
76
3.
86
-0
.0
9*
 
3.
89
3.
74
0.
15
**
3.
86
 
3.
68
0.
19
*
3.
92
3.
80
0.
12
**
 
本
当
に
自
分
が
好
き
な
事
だ
け
を
し
て
い
き
た
い
 
3.
07
2.
99
0.
08
*  
2.
92
3.
13
-0
.2
1*
*
2.
89
 
3.
23
-0
.3
4*
2.
95
3.
03
-0
.0
8*
*  
進
路
選
択
で
も
っ
と
も
優
先
す
る
の
は
、
自
分
が
や
り
た
い
事
で
あ
る
 
3.
28
3.
39
-0
.1
1*
 
3.
27
3.
39
-0
.1
1*
*
3.
25
 
3.
3 
-0
.0
5*
3.
30
3.
48
-0
.1
8*
*  
や
り
た
い
事
に
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
り
を
持
ち
た
い
 
3.
39
3.
47
-0
.0
7*
 
3.
41
3.
45
-0
.0
4*
*
3.
25
 
3.
53
-0
.2
8*
3.
57
3.
38
0.
19
**
 
将
来
は
好
き
な
事
を
仕
事
に
し
た
い
 
3.
80
3.
79
0.
01
*  
3.
81
3.
79
0.
02
**
3.
81
 
3.
80
0.
01
*
3.
81
3.
78
0.
04
**
 
や
り
た
く
な
い
事
を
無
理
に
す
る
必
要
は
な
い
 
3.
03
2.
99
0.
04
*  
3.
03
2.
99
0.
04
**
3.
14
 
2.
93
0.
21
*
2.
92
3.
05
-0
.1
3*
*  
自
分
の
人
生
な
の
だ
か
ら
、
好
き
に
や
っ
た
方
が
い
い
と
思
う
 
3.
74
3.
61
0.
13
*  
3.
67
3.
68
0.
00
**
3.
58
 
3.
88
-0
.2
9*
3.
76
3.
48
0.
28
**
 
自
分
の
時
間
や
自
分
の
世
界
に
こ
だ
わ
り
た
い
 
3.
66
3.
55
0.
11
*  
3.
63
3.
58
0.
06
**
3.
67
 
3.
65
0.
02
*
3.
59
3.
50
0.
09
**
 
平
均
3.
15
3.
21
0.
06
*  
3.
18
3.
18
0.
00
**
3.
15
 
3.
15
0.
00
*
3.
22
3.
20
0.
02
**
 
* p
 <
 0
.0
5、
**
ｐ 
< 
0.
01
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８
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
時
期
と
就
職
内
定
状
況
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
意
識
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
２
－
５
～
２
－
８
）
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  図表
9 
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
伴
う
進
路
選
択
の
困
難
さ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
（
2－
1～
2－
4）
 
分 類
 
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
 
(1
)実
習
時
期
に
よ
る
比
較
(2
)夏
季
実
習
生
実
習
前
後
の
比
較
(3
)春
季
実
習
生
実
習
前
後
の
比
較
(4
)H
25
.7
と
H
26
.7
の
比
較
 
夏
季
春
季
差
 
前
 
後
 
差
 
前
 
後
 
差
 
H
25
.7
H
26
.7
 
差
 
思
い
描
く
進
路
の
選
択
肢
 
自
分
が
進
む
こ
と
の
で
き
る
進
路
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
 
4.
26
4.
09
 0
.1
7*
4.
30
4.
15
0.
15
*
4.
54
3.
78
0.
76
**
*
4.
22
3.
43
 
0.
79
**
*  
私
が
そ
の
進
路
に
進
め
る
可
能
性
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
そ
う
だ
ろ
う
か
 
4.
35
4.
15
 0
.2
0*
4.
36
4.
28
0.
08
*
4.
52
3.
80
0.
72
**
*
4.
30
3.
53
 
0.
77
**
*  
そ
の
進
路
先
で
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
（さ
せ
ら
れ
る
）の
だ
ろ
う
か
 
3.
74
3.
76
-0
.0
1*
3.
78
3.
74
0.
04
*
3.
96
3.
57
0.
39
**
*
3.
79
3.
34
 
0.
44
**
*  
そ
の
進
路
に
進
ん
だ
ら
ど
ん
な
資
質
が
求
め
ら
れ
る
（必
要
と
さ
れ
る
）の
だ
ろ
う
か
 
3.
87
3.
94
-0
.0
7*
3.
86
3.
99
-0
.1
2*
3.
93
3.
67
0.
26
**
*
3.
92
3.
29
 
0.
63
**
*  
ふ
つ
う
、
そ
の
進
路
に
進
ん
だ
後
は
ど
う
い
う
コ
ー
ス
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
 
3.
77
3.
70
 0
.0
7*
3.
74
3.
68
0.
07
*
3.
85
3.
26
0.
59
**
*
3.
76
3.
17
 
0.
59
**
*  
そ
の
進
路
先
の
人
た
ち
と
自
分
は
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
 
3.
76
3.
52
 0
.2
4*
3.
86
3.
81
0.
05
*
4.
04
3.
78
0.
26
**
*
3.
69
3.
45
 
0.
24
**
*  
そ
の
進
路
の
特
徴
や
性
質
（先
進
的
、
民
主
的
、
安
定
し
て
い
る
な
ど
）は
、
将
来
変
わ
っ
て
し
ま
うの
で
は
な
い
だ
ろ
うか
3.
51
3.
38
 0
.1
3*
3.
55
3.
65
-0
.0
9*
3.
50
3.
41
0.
09
**
*
3.
49
3.
06
 
0.
43
**
*  
そ
の
進
路
で
は
私
の
優
れ
た
面
や
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
が
活
か
せ
る
の
だ
ろ
う
か
 
3.
63
3.
44
 0
.1
9*
3.
68
3.
42
0.
26
*
3.
67
3.
13
0.
54
**
*
3.
59
3.
04
 
0.
54
**
*  
将
来
、
も
っ
と
自
分
に
合
っ
た
進
路
の
選
択
肢
が
現
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
 
3.
83
3.
77
 0
.0
6*
3.
86
3.
68
0.
19
*
3.
72
3.
63
0.
09
**
*
3.
85
3.
18
 
0.
67
**
*  
興
味
や
意
欲
 
私
は
ど
う
い
う
方
向
の
進
路
に
興
味
が
あ
る
（意
欲
を
感
じ
る
）の
だ
ろ
う
か
 
4.
16
3.
74
 0
.4
2*
4.
20
3.
92
0.
28
*
4.
33
3.
83
0.
50
**
*
3.
98
3.
23
 
0.
75
**
*  
私
は
ど
う
い
う
進
路
に
最
も
強
く
興
味
を
持
っ
て
い
る
（意
欲
を
感
じ
る
）の
だ
ろ
う
か
 
4.
04
3.
71
 0
.3
2*
4.
05
3.
88
0.
18
*
4.
11
3.
78
0.
33
**
*
3.
89
3.
17
 
0.
72
**
*  
そ
の
進
路
は
私
が
持
っ
て
い
る
興
味
や
意
欲
と
本
当
に
合
っ
た
と
こ
ろ
な
の
だ
ろ
う
か
 
4.
04
3.
79
 0
.2
5*
4.
05
3.
82
0.
23
*
4.
13
3.
83
0.
30
**
*
3.
93
3.
30
 
0.
63
**
*  
私
が
何
に
興
味
や
意
欲
を
持
つ
か
と
い
う
こ
と
は
将
来
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
 
3.
73
3.
38
 0
.3
5*
3.
72
3.
46
0.
26
*
3.
67
3.
26
0.
41
**
*
3.
56
3.
01
 
0.
56
**
*  
興
味
や
意
欲
が
持
て
な
い
そ
の
進
路
で
も
選
ぶ
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
 
3.
89
3.
48
 0
.4
1*
3.
91
3.
61
0.
30
*
3.
85
3.
59
0.
26
**
*
3.
70
3.
09
 
0.
61
**
*  
現
実
的
な
障
害
 決
め
る
上
で
の
 
採
用
さ
れ
る
（合
格
す
る
）可
能
性
が
あ
ま
り
な
く
と
も
、
そ
の
進
路
を
選
ぶ
べ
き
だ
ろ
う
か
 
4.
02
3.
83
 0
.1
9*
4.
07
3.
96
0.
11
*
3.
83
3.
54
0.
28
**
*
3.
96
3.
18
 
0.
79
**
*  
た
く
さ
ん
の
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
に
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
進
路
を
選
ぶ
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
3.
56
3.
50
 0
.0
6*
3.
53
3.
57
-0
.0
4*
3.
85
3.
22
0.
63
**
*
3.
60
2.
90
 
0.
70
**
*  
私
が
決
意
し
た
進
路
の
こ
と
を
、
私
の
大
切
な
人
た
ち
に
ど
う
や
っ
て
説
得
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
 
2.
96
2.
76
 0
.2
1*
3.
01
2.
80
0.
22
*
2.
54
2.
59
-0
.0
4*
**
2.
93
2.
47
 
0.
46
**
*  
進
路
の
計
画
を
立
て
る
上
で
、
性
や
年
齢
な
ど
に
よ
る
差
別
を
ど
う
や
っ
た
ら
克
服
で
き
る
だ
ろ
う
か
 
2.
88
2.
74
 0
.1
4*
2.
88
2.
82
0.
05
*
3.
02
2.
80
0.
22
**
*
2.
85
2.
53
 
0.
32
**
*  
自
分
に
と
っ
て
不
都
合
な
土
地
に
行
く
こ
と
に
な
る
そ
の
進
路
で
も
、
選
ぶ
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
 
3.
43
3.
45
-0
.0
3*
3.
43
3.
15
0.
28
*
3.
28
3.
13
0.
15
**
*
3.
47
2.
92
 
0.
55
**
*  
私
は
自
分
が
計
画
す
る
進
路
の
た
め
に
必
要
な
お
金
を
ど
う
や
っ
て
用
意
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
 
3.
76
3.
56
 0
.2
0*
3.
74
3.
58
0.
16
*
3.
61
3.
33
0.
28
**
*
3.
73
2.
81
 
0.
91
**
*  
今
の
大
学
・学
部
・専
門
は
、
目
指
す
進
路
か
ら
す
る
と
不
利
な
と
こ
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
 
3.
34
3.
06
 0
.2
8*
3.
34
3.
24
0.
09
*
3.
35
2.
93
0.
41
**
*
3.
23
2.
76
 
0.
47
**
*  
能
力
 
私
は
ど
ん
な
能
力
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
 
4.
28
3.
94
 0
.3
4*
4.
35
4.
14
0.
22
*
4.
35
3.
89
0.
46
**
*
4.
13
3.
30
 
0.
83
**
*  
そ
の
進
路
は
本
当
に
私
の
能
力
に
合
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
 
4.
07
3.
82
 0
.2
5*
4.
15
3.
91
0.
24
*
4.
30
3.
72
0.
59
**
*
3.
96
3.
39
 
0.
56
**
*  
私
の
能
力
は
、
そ
の
進
路
が
必
要
と
す
る
く
ら
い
ま
で
伸
び
る
だ
ろ
う
か
 
4.
05
3.
77
 0
.2
8*
4.
09
3.
85
0.
24
*
3.
63
3.
59
0.
04
**
*
3.
96
3.
10
 
0.
86
**
*  
私
が
自
分
で
持
っ
て
い
る
と
思
う
能
力
は
、
本
当
に
他
の
人
た
ち
よ
り
も
優
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
 
4.
02
3.
61
 0
.4
2*
4.
07
3.
92
0.
15
*
4.
13
4.
00
0.
13
**
*
3.
87
3.
25
 
0.
61
**
*  
自
分
の
能
力
が
不
十
分
に
思
え
て
も
、
そ
の
進
路
を
選
ぶ
べ
き
だ
ろ
う
か
 
3.
98
3.
65
 0
.3
2*
3.
99
3.
96
0.
03
*
3.
76
3.
72
0.
04
**
*
3.
86
3.
25
 
0.
61
**
*  
良
い
あ
り
方
 
進
路
選
択
の
 
良
い
進
路
選
択
を
す
る
に
は
ど
ん
な
手
順
を
踏
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
 
4.
02
3.
83
 0
.1
9*
4.
03
4.
03
 0
.0
0*
4.
15
3.
78
0.
37
**
*
3.
96
3.
12
 
0.
84
**
*  
こ
れ
か
ら
選
べ
る
進
路
や
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
、
ど
うし
た
ら
正
確
で
最
新
の
情
報
が
手
に
入
れ
ら
れ
る
の
だ
ろ
うか
3.
83
3.
70
 0
.1
3*
3.
85
3.
62
0.
23
*
4.
17
3.
59
0.
59
**
*
3.
77
2.
96
 
0.
81
**
*  
良
い
進
路
選
択
を
す
る
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
か
 
3.
98
3.
71
 0
.2
6*
4.
00
3.
80
0.
20
*
4.
07
3.
63
0.
43
**
*
3.
89
3.
07
 
0.
81
**
*  
自
分
自
身
に
つ
い
て
の
情
報
を
も
っ
と
手
に
入
れ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
 
3.
84
3.
77
 0
.0
7*
3.
81
3.
81
 0
.0
0*
4.
09
3.
48
0.
61
**
*
3.
79
3.
07
 
0.
73
**
*  
関
し
て
持
つ
好
み
 
 進
路
選
択
に
 
自
分
は
進
路
に
対
し
て
ど
ん
な
好
み
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
 
3.
83
3.
62
 0
.2
1*
3.
86
3.
81
0.
05
*
4.
00
3.
61
0.
39
**
*
3.
70
3.
13
 
0.
58
**
*  
進
路
に
対
す
る
私
の
好
み
の
う
ち
ど
れ
を
最
も
優
先
す
べ
き
だ
ろ
う
か
 
3.
76
3.
58
 0
.1
8*
3.
85
3.
66
0.
19
*
3.
74
3.
50
0.
24
**
*
3.
64
3.
10
 
0.
54
**
*  
そ
の
進
路
は
本
当
に
私
の
好
み
を
実
現
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
 
3.
82
3.
33
 0
.4
8*
3.
93
3.
72
0.
22
*
3.
80
3.
54
0.
26
**
*
3.
58
3.
04
 
0.
53
**
*  
自
分
が
進
路
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
好
み
は
将
来
変
わ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
 
3.
76
3.
38
 0
.3
8*
3.
80
3.
59
0.
20
*
3.
65
3.
43
0.
22
**
*
3.
57
2.
94
 
0.
63
**
*  
進
路
に
対
す
る
私
の
好
み
が
実
現
さ
れ
な
く
て
も
、
そ
の
進
路
を
選
ぶ
べ
き
だ
ろ
う
か
 
3.
85
3.
56
 0
.2
9*
3.
88
3.
77
0.
11
*
3.
70
3.
61
0.
09
**
*
3.
73
3.
01
 
0.
72
**
*  
向
き
、
不
向
き
ど
ん
な
進
路
に
私
は
向
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
 
4.
62
4.
11
 0
.5
2*
*
4.
66
4.
27
0.
39
*
4.
48
3.
96
0.
52
**
*
4.
39
3.
41
 
0.
98
**
*  
ど
ん
な
進
路
に
私
は
最
も
向
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
 
4.
59
4.
26
 0
.3
3*
4.
61
4.
22
0.
39
*
4.
63
3.
91
0.
72
**
*
4.
47
3.
43
 
1.
04
**
*  
自
分
で
は
向
い
て
い
る
と
思
う
進
路
に
、
本
当
に
向
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
 
4.
26
3.
88
 0
.3
8*
4.
27
4.
01
0.
26
*
4.
33
3.
96
0.
37
**
*
4.
09
3.
41
 
0.
68
**
*  
も
し
私
が
進
ん
だ
進
路
に
向
い
て
い
な
く
て
も
、
い
ず
れ
自
分
は
変
わ
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
 
3.
73
3.
44
 0
.2
9*
3.
72
3.
80
-0
.0
8*
3.
59
3.
43
0.
15
**
*
3.
65
3.
14
 
0.
51
**
*  
私
か
ら
見
て
向
い
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
て
も
、
そ
の
進
路
を
選
ぶ
べ
き
だ
ろ
う
か
 
3.
98
3.
58
 0
.4
0*
3.
99
3.
86
0.
12
*
3.
78
3.
67
0.
11
**
*
3.
82
3.
13
 
0.
69
**
*  
平
均
3.
80
3.
54
0.
26
*
3.
90
3.
75
0.
15
*
3.
89
3.
55
0.
34
**
*
3.
78
3.
13
 
0.
65
**
*  
* p
 <
 0
.0
5、
**
ｐ 
< 
0.
01
、
**
* p
 <
 0
.0
01
 
手　嶋　康　則・藤　島　淑　恵・梶　田　鈴　子
図
表
９
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
伴
う
進
路
選
択
の
困
難
さ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
（
２
－
１
～
２
－
４
）
129
  図表
10
 
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
時
間
と
就
職
内
定
状
況
に
よ
る
進
路
選
択
の
困
難
さ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
（
2－
5～
2－
8）
 
分 類
 
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
 
(5
) H
26
実
習
時
期
に
よ
る
比
較
(6
)内
定
状
況
に
よ
る
比
較
(7
)夏
季
実
習
生
内
定
状
況
に
よ
る
比
較
(8
)春
季
実
習
生
内
定
状
況
に
よ
る
比
較
 
夏
季
春
季
差
 
内
々
定
未
決
定
差
 
内
々
定
未
決
定
差
 
内
々
定
未
決
定
 
差
 
思
い
描
く
進
路
の
選
択
肢
 
自
分
が
進
む
こ
と
の
で
き
る
進
路
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
 
3.
50
3.
36
0.
14
*
3.
24
3.
60
-0
.3
6*
3.
14
3.
80
-0
.6
6*
*
3.
32
3.
38
 
-0
.0
6*
 
私
が
そ
の
進
路
に
進
め
る
可
能
性
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
そ
う
だ
ろ
う
か
 
3.
57
3.
42
0.
14
*
3.
28
3.
69
-0
.4
1*
3.
17
3.
90
-0
.7
3*
*
3.
38
3.
46
 
-0
.0
8*
 
そ
の
進
路
先
で
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
（さ
せ
ら
れ
る
）の
だ
ろ
う
か
 
3.
54
3.
13
0.
41
*
3.
28
3.
39
-0
.1
1*
3.
23
3.
80
-0
.5
8*
*
3.
32
2.
95
 
0.
38
*  
そ
の
進
路
に
進
ん
だ
ら
ど
ん
な
資
質
が
求
め
ら
れ
る
（必
要
と
さ
れ
る
）の
だ
ろ
う
か
 
3.
46
3.
08
0.
38
*
3.
36
3.
19
0.
17
*
3.
46
3.
46
-0
.0
1*
*
3.
27
2.
90
 
0.
37
*  
ふ
つ
う
、
そ
の
進
路
に
進
ん
だ
後
は
ど
う
い
う
コ
ー
ス
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
 
3.
32
2.
97
0.
34
*
3.
19
3.
10
0.
09
*
3.
20
3.
41
-0
.2
1*
*
3.
19
2.
77
 
0.
42
*  
そ
の
進
路
先
の
人
た
ち
と
自
分
は
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
 
3.
47
3.
45
0.
03
*
3.
58
3.
35
0.
23
*
3.
46
3.
49
-0
.0
3*
*
3.
70
3.
21
 
0.
50
*  
そ
の
進
路
の
特
徴
や
性
質
（先
進
的
、
民
主
的
、
安
定
し
て
い
る
な
ど
）は
、
将
来
変
わ
っ
て
し
ま
うの
で
は
な
い
だ
ろ
うか
3.
09
3.
00
0.
09
*
3.
08
3.
01
0.
07
*
2.
97
3.
20
-0
.2
2*
*
3.
19
2.
82
 
0.
37
*  
そ
の
進
路
で
は
私
の
優
れ
た
面
や
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
が
活
か
せ
る
の
だ
ろ
う
か
 
3.
07
3.
01
0.
05
*
3.
07
3.
01
0.
06
*
2.
91
3.
20
-0
.2
8*
*
3.
22
2.
82
 
0.
40
*  
将
来
、
も
っ
と
自
分
に
合
っ
た
進
路
の
選
択
肢
が
現
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
 
3.
22
3.
16
0.
07
*
3.
21
3.
18
0.
03
*
3.
11
3.
32
-0
.2
0*
*
3.
30
3.
03
 
0.
27
*  
興
味
や
意
欲
 
私
は
ど
う
い
う
方
向
の
進
路
に
興
味
が
あ
る
（意
欲
を
感
じ
る
）の
だ
ろ
う
か
 
3.
25
3.
17
0.
08
*
2.
94
3.
45
-0
.5
1*
2.
74
3.
68
-0
.9
4*
*
3.
14
3.
21
 
-0
.0
7*
 
私
は
ど
う
い
う
進
路
に
最
も
強
く
興
味
を
持
っ
て
い
る
（意
欲
を
感
じ
る
）の
だ
ろ
う
か
 
3.
24
3.
09
0.
14
*
3.
04
3.
28
-0
.2
3*
2.
91
3.
51
-0
.6
0*
*
3.
16
3.
03
 
0.
14
*  
そ
の
進
路
は
私
が
持
っ
て
い
る
興
味
や
意
欲
と
本
当
に
合
っ
た
と
こ
ろ
な
の
だ
ろ
う
か
 
3.
37
3.
20
0.
17
*
3.
28
3.
29
-0
.0
1*
3.
29
3.
44
-0
.1
5*
*
3.
27
3.
13
 
0.
14
*  
私
が
何
に
興
味
や
意
欲
を
持
つ
か
と
い
う
こ
と
は
将
来
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
 
3.
04
2.
99
0.
05
*
2.
96
3.
06
-0
.1
0*
2.
89
3.
17
-0
.2
9*
*
3.
03
2.
95
 
0.
08
*  
興
味
や
意
欲
が
持
て
な
い
そ
の
進
路
で
も
選
ぶ
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
 
3.
07
3.
07
0.
00
*
2.
94
3.
18
-0
.2
3*
2.
77
3.
32
-0
.5
5*
*
3.
11
3.
03
 
0.
08
*  
現
実
的
な
障
害
 決
め
る
上
で
の
 
採
用
さ
れ
る
（合
格
す
る
）可
能
性
が
あ
ま
り
な
く
と
も
、
そ
の
進
路
を
選
ぶ
べ
き
だ
ろ
う
か
 
3.
25
3.
16
0.
09
*
3.
25
3.
16
0.
09
*
3.
14
3.
34
-0
.2
0*
*
3.
35
2.
97
 
0.
38
*  
た
く
さ
ん
の
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
に
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
進
路
を
選
ぶ
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
2.
92
2.
89
0.
03
*
2.
90
2.
91
-0
.0
1*
2.
69
3.
12
-0
.4
4*
*
3.
11
2.
69
 
0.
42
*  
私
が
決
意
し
た
進
路
の
こ
と
を
、
私
の
大
切
な
人
た
ち
に
ど
う
や
っ
て
説
得
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
 
2.
66
2.
24
0.
42
*
2.
39
2.
50
-0
.1
1*
2.
37
2.
90
-0
.5
3*
*
2.
41
2.
08
 
0.
33
*  
進
路
の
計
画
を
立
て
る
上
で
、
性
や
年
齢
な
ど
に
よ
る
差
別
を
ど
う
や
っ
た
ら
克
服
で
き
る
だ
ろ
う
か
 
2.
64
2.
42
0.
22
*
2.
47
2.
59
-0
.1
2*
2.
49
2.
78
-0
.2
9*
*
2.
46
2.
38
 
0.
07
*  
自
分
に
と
っ
て
不
都
合
な
土
地
に
行
く
こ
と
に
な
る
そ
の
進
路
で
も
、
選
ぶ
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
 
2.
89
2.
95
-0
.0
5*
2.
89
2.
95
-0
.0
6*
2.
77
3.
00
-0
.2
3*
*
3.
00
2.
90
 
0.
10
*  
私
は
自
分
が
計
画
す
る
進
路
の
た
め
に
必
要
な
お
金
を
ど
う
や
っ
て
用
意
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
 
2.
80
2.
83
-0
.0
3*
2.
78
2.
85
-0
.0
7*
2.
54
3.
02
-0
.4
8*
*
3.
00
2.
67
 
0.
33
*  
今
の
大
学
・学
部
・専
門
は
、
目
指
す
進
路
か
ら
す
る
と
不
利
な
と
こ
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
 
3.
03
2.
50
0.
53
*
2.
78
2.
75
0.
03
*
2.
74
3.
27
-0
.5
3*
*
2.
81
2.
21
 
0.
61
*  
能
力
 
私
は
ど
ん
な
能
力
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
 
3.
28
3.
29
-0
.0
1*
3.
28
3.
29
-0
.0
1*
3.
14
3.
39
-0
.2
5*
*
3.
41
3.
18
 
0.
23
*  
そ
の
進
路
は
本
当
に
私
の
能
力
に
合
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
 
3.
46
3.
28
0.
18
*
3.
35
3.
39
-0
.0
4*
3.
31
3.
59
-0
.2
7*
*
3.
38
3.
18
 
0.
20
*  
私
の
能
力
は
、
そ
の
進
路
が
必
要
と
す
る
く
ら
い
ま
で
伸
び
る
だ
ろ
う
か
 
3.
11
3.
09
0.
01
*
3.
15
3.
05
0.
10
*
2.
94
3.
24
-0
.3
0*
*
3.
35
2.
85
 
0.
51
*  
私
が
自
分
で
持
っ
て
い
る
と
思
う
能
力
は
、
本
当
に
他
の
人
た
ち
よ
り
も
優
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
 
3.
34
3.
16
0.
18
*
3.
33
3.
18
0.
16
*
3.
11
3.
54
-0
.4
2*
*
3.
54
2.
79
 
0.
75
*  
自
分
の
能
力
が
不
十
分
に
思
え
て
も
、
そ
の
進
路
を
選
ぶ
べ
き
だ
ろ
う
か
 
3.
34
3.
09
0.
25
*
3.
18
3.
25
-0
.0
7*
3.
03
3.
61
-0
.5
8*
*
3.
32
2.
87
 
0.
45
*  
良
い
あ
り
方
 
進
路
選
択
の
 
良
い
進
路
選
択
を
す
る
に
は
ど
ん
な
手
順
を
踏
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
 
3.
04
3.
24
-0
.2
0*
3.
00
3.
26
-0
.2
6*
2.
63
3.
39
-0
.7
6*
*
3.
35
3.
13
 
0.
22
*  
こ
れ
か
ら
選
べ
る
進
路
や
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
、
ど
うし
た
ら
正
確
で
最
新
の
情
報
が
手
に
入
れ
ら
れ
る
の
だ
ろ
うか
2.
95
3.
04
-0
.0
9*
2.
82
3.
15
-0
.3
3*
2.
51
3.
32
-0
.8
0*
*
3.
11
2.
97
 
0.
13
*  
良
い
進
路
選
択
を
す
る
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
か
 
3.
03
3.
14
-0
.1
2*
2.
92
3.
24
-0
.3
2*
2.
60
3.
39
-0
.7
9*
*
3.
22
3.
08
 
0.
14
*  
自
分
自
身
に
つ
い
て
の
情
報
を
も
っ
と
手
に
入
れ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
 
3.
08
3.
08
0.
00
*
2.
97
3.
18
-0
.2
0*
2.
77
3.
34
-0
.5
7*
*
3.
16
3.
00
 
0.
16
*  
関
し
て
持
つ
好
み
 
 進
路
選
択
に
 
自
分
は
進
路
に
対
し
て
ど
ん
な
好
み
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
 
3.
07
3.
22
-0
.1
6*
3.
01
3.
26
-0
.2
5*
2.
80
3.
29
-0
.4
9*
*
3.
22
3.
23
 
-0
.0
1*
 
進
路
に
対
す
る
私
の
好
み
の
う
ち
ど
れ
を
最
も
優
先
す
べ
き
だ
ろ
う
か
 
3.
11
3.
03
0.
08
*
3.
00
3.
13
-0
.1
3*
2.
80
3.
37
-0
.5
7*
*
3.
19
2.
87
 
0.
32
*  
そ
の
進
路
は
本
当
に
私
の
好
み
を
実
現
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
 
3.
05
3.
01
0.
04
*
3.
06
3.
01
0.
04
*
2.
86
3.
22
-0
.3
6*
*
3.
24
2.
79
 
0.
45
*  
自
分
が
進
路
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
好
み
は
将
来
変
わ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
 
2.
88
3.
07
-0
.1
8*
3.
01
2.
94
0.
08
*
2.
66
3.
07
-0
.4
2*
*
3.
35
2.
79
 
0.
56
*  
進
路
に
対
す
る
私
の
好
み
が
実
現
さ
れ
な
く
て
も
、
そ
の
進
路
を
選
ぶ
べ
き
だ
ろ
う
か
 
3.
07
2.
95
0.
12
*
3.
07
2.
95
0.
12
*
2.
89
3.
22
-0
.3
3*
*
3.
24
2.
67
 
0.
58
*  
向
き
、
不
向
き
ど
ん
な
進
路
に
私
は
向
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
 
3.
51
3.
29
0.
22
*
3.
29
3.
50
-0
.2
1*
3.
26
3.
73
-0
.4
7*
*
3.
32
3.
26
 
0.
07
*  
ど
ん
な
進
路
に
私
は
最
も
向
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
 
3.
61
3.
25
0.
36
*
3.
35
3.
50
-0
.1
5*
3.
40
3.
78
-0
.3
8*
*
3.
30
3.
21
 
0.
09
*  
自
分
で
は
向
い
て
い
る
と
思
う
進
路
に
、
本
当
に
向
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
 
3.
45
3.
30
0.
14
*
3.
33
3.
41
-0
.0
8*
3.
26
3.
61
-0
.3
5*
*
3.
41
3.
21
 
0.
20
*  
も
し
私
が
進
ん
だ
進
路
に
向
い
て
い
な
く
て
も
、
い
ず
れ
自
分
は
変
わ
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
 
3.
20
3.
08
0.
12
*
3.
14
3.
14
0.
00
*
3.
06
3.
32
-0
.2
6*
*
3.
22
2.
95
 
0.
27
*  
私
か
ら
見
て
向
い
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
て
も
、
そ
の
進
路
を
選
ぶ
べ
き
だ
ろ
う
か
 
3.
16
3.
05
0.
11
*
3.
15
3.
06
0.
09
*
2.
97
3.
32
-0
.3
5*
*
3.
32
2.
79
 
0.
53
*  
平
均
3.
18
3.
07
0.
11
*
3.
16
3.
08
0.
06
*
2.
95
3.
37
-0
.4
2*
*
3.
21
2.
93
 
0.
27
*  
* p
 <
 0
.0
5、
**
ｐ 
< 
0.
01
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図
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イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
時
期
と
就
職
内
定
状
況
に
よ
る
進
路
選
択
の
困
難
さ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
（
２
－
５
～
２
－
８
）
